
平成 28年 2月 1日 8さいじょう市議会だより

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
だ
け
で
な
く
、
国
際
交
流
や

観
光
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
な
ど
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
る
。
更
に
、
え
ひ
め
国
体
・

え
ひ
め
大
会
開
催
直
後
と
い
う
優

位
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
誘
致
に

向
け
て
意
思
表
明
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
候
補
地
と
な
る
に
は
、

各
競
技
の
国
際
競
技
連
盟
の
技
術

要
件
を
満
た
す
機
能
や
仕
様
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ

り
、
宿
泊
、
医
療
、
警
備
な
ど
の

体
制
、
言
語
対
応
な
ど
も
き
め
細

か
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
27
年
10
月
に
は
、
愛
媛
県

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
山
岳
競
技
施

設
の
視
察
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
県
や
競
技
団
体
な
ど
と
連
携
・

協
力
を
図
り
、
積
極
的
に
誘
致
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
被
害
の
防
止
を
！

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
増

加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

で
の
鳥
獣
被
害
状
況
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
は
、

平
成
21
年
度
は
25
・
74
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
１
千
338
万
円
で
あ
っ

た
が
、
平
成
26
年
度
に
は
31
・
14

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
１
千
497
万
円
と
増

加
し
て
い
る
。
特
に
、
イ
ノ
シ
シ

や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
被
害
が
多
数
報

告
さ
れ
て
お
り
、
被
害
農
家
や
周

辺
農
家
の
生
産
意
欲
減
退
に
よ
る

耕
作
放
棄
の
進
行
な
ど
、
農
業
生

産
活
動
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
に
向
け
た
防
護

対
策
と
し
て
、
電
気
牧
柵
機
や
防

護
柵
な
ど
の
購
入
費
に
対
す
る
補

助
の
ほ
か
、
自
治
会
な
ど
か
ら
の

要
望
に
よ
り
電
気
柵
な
ど
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
。
更
に
、
捕
獲
対

策
と
し
て
、
猟
友
会
に
対
し
、
捕

獲
実
績
に
よ
る
買
い
上
げ
の
ほ
か
、

駆
除
経
費
や
処
分
費
用
な
ど
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
捕
獲
し
た
個
体
の
処
理

方
法
は
、
現
在
、
猟
友
会
に
委
ね

て
い
る
が
、
今
後
、
捕
獲
頭
数
が

増
加
し
た
場
合
は
、
猟
友
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、

食
肉
加
工
も
含
め
、
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
地
中
間
管
理
機
構
協
力
金

  

交
付
事
業
の
効
果
と

今
後
の
展
望
は
？ 

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、

農
地
の
集
積
や
集
約
化
な

ど
を
図
り
、
農
業
の
生
産
性
向
上

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
が
、
農
地

所
有
者
が
遊
休
農
地
な
ど
を
手
放

さ
ず
、
機
構
が
農
地
を
集
積
で
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
今
回
の
事
業
実
施
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

農
地
中
間
管
理
機
構
協
力

金
交
付
事
業
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
集

積
や
集
約
化
を
促
進
す
る
た
め
、

農
地
の
所
有
者
な
ど
へ
協
力
金
を

交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
経
営
転
換
な
ど

に
よ
る
農
地
利
用
の
滞
留
を
防
ぎ
、

農
地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
、
地

域
の
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
集
積

や
集
約
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
は
、
本
事
業
を
活
用
し
た

農
地
の
集
積
や
集
約
化
を
図
る
こ

と
で
、
法
人
化
さ
れ
た
集
落
営
農

組
織
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
中

心
経
営
体
な
ど
の
生
産
基
盤
が
強

化
さ
れ
、
効
率
的
で
安
定
的
な
経

営
体
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
農
地
の
有
効
活
用
に
よ
り
、

新
た
な
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防

ぎ
、
地
域
農
業
の
持
続
的
な
維

持
・
発
展
を
目
指
し
、
積
極
的
な

取
組
を
行
い
た
い
。

ど
う
考
え
る
？

合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理

市
政
懇
談
会
に
お
い
て
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持

管
理
や
業
者
の
指
定
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
市
民
の
声
を
何

度
も
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
維
持
費
と
公
共
下

水
道
使
用
料
に
２
倍
も
の
差
が
生

じ
て
い
る
が
、
そ
の
解
消
に
向
け
、

市
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
。本

市
で
は
、
し
尿
の
汲
み

取
り
は
、
生
活
し
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
た
め
、
山
間
部
や
汲
み
取

り
作
業
が
困
難
な
住
宅
に
つ
い
て

も
業
者
が
漏
れ
な
く
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
収

集
運
搬
に
当
た
っ
て
は
、
市
内
全

域
で
範
囲
を
指
定
し
許
可
を
出
す

方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

浄
化
槽
は
、
機
能
低
下
に
よ
り
汚

水
が
公
共
用
水
域
に
流
れ
込
む
こ

と
を
防
ぐ
た
め
、
法
令
に
よ
り
定

期
的
な
保
守
点
検
と
清
掃
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
浄
化
槽

の
使
用
頻
度
が
極
端
に
少
な
く

な
っ
て
い
る
事
例
な
ど
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
汲
み
取
り
量
を
で
き
る

限
り
抑
え
る
な
ど
、
料
金
を
下
げ

る
た
め
の
臨
機
応
変
な
対
応
を
業

者
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

な
お
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維

持
費
と
公
共
下
水
道
使
用
料
の
格

差
に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
維
持
費
に
対
す
る
助
成
が
効

果
的
な
方
法
と
考
え
て
お
り
、
現

在
関
係
部
署
間
で
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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